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オーストラリアの⾃動⾞市場の動向
〜EV普及の中での⽇本メーカーシェアの低下〜

⾃動⾞販売動向とEV政策

期待される⽇本メーカーのEV投入

（注）2023年の販売台数︓PHVは150台、HVは3,011台にとどまる
（資料）マークラインズ資料よりひろぎんHD経済産業調査部作成

（資料）マークラインズ資料よりひろぎんHD経済産業調査部作成
（注）販売台数上位5社
（資料）マークラインズ資料よりひろぎんHD経済産業調査部作成

こうした政府戦略の下、2023年のEV販売⽐率は6.4％（日本は1.8％）に上昇していますが、この結果、新⾞市
場に占める中国メーカーのシェアが2019年の1.8％から2023年には10.4％に高まる⼀方で、EV開発に後れをとる日
本メーカーのシェアは同55.3％から47.3％へと軒並み低下しています（図表2・3）。
今後、政府の積極的な支援を受けてEV需要はさらに高まるとみられますが、中国メーカーの攻勢も⼀段と強まること
が予想され、日本メーカー各社の商品⼒の高いEVモデルの早期投入が待たれます。

図表1 豪州の新⾞販売台数とEV⽐率の推移

図表2 メーカー国別の新⾞販売台数シェア 図表３ ⽇本メーカーの新⾞販売台数とシェア
（千台、％、％ポイント）

オーストラリア（豪州）は人口約2,600万人、鉄鉱
石や石炭、天然ガス等の資源・エネルギーの輸出国で、
日本は代表的な貿易相⼿国の⼀つです。国内に自動
⾞産業は無く、新⾞の全てを海外からの輸入しており、
日本⾞は同国で圧倒的なシェアを占めています。
2023年の販売台数は121万台で、日本（同478
万台）の4分の1の規模ですが、コロナ禍前を上回って
増加基調が続いています（図表1）。
こうした中で、豪州政府は2022年7月にEVに対する
輸入関税を撤廃するなど、価格面で普及を後押しする
環境を整えてきました。そして、2023年4月には「国家
EV戦略」を策定し、①⼿頃な価格のEV供給拡大、②
EV関連インフラの構築、③EV需要の喚起などの⽬標を
掲げて、普及拡大に取り組んでいます。
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メーカー別
販売台数 シェア

19年 23年 19年
対⽐ 19年 23年 19年

対⽐

トヨタ 221 236 15 20.8 19.4 ▲1.4

マツダ 98 100 2 9.2 8.2 ▲1.0

三菱自⼯ 83 64 ▲19 7.8 5.2 ▲2.6

SUBARU 40 46 6 3.8 3.8 0.0

日産 51 39 ▲12 4.8 3.2 ▲1.6


